
調査票１ 

 

 

 

 

稚内市民男女共同参画意識調査ご協力のお願い 
 

日頃から、本市の男女共同参画の推進に対しご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上

げます。 

 本市では、平成 30 年度に「第３次稚内市男女共同参画行動計画（令和元年度～令

和５年度）」を策定し、男女共同参画社会の実現に向けて取り組んでおります。 

 この調査は、計画の期間が終了する令和５年度に、男女共同参画社会などに関する

市民の皆さまの意識や実態を把握し、新たな計画を策定するための基礎資料として活

用させていただくため、市内にお住まいの満 18 歳以上の方 2,000 人をコンピュータ

ーで無作為に抽出し、実施するものです。 

結果についてはすべて統計的に処理し、個人にご迷惑をおかけすることはございま

せんので、ご自身のお考えをありのままお答えください。 

 ご多用のところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいま

すようお願い申し上げます。 

（記入上の注意点） 
１ お答えは、封筒の宛名の方ご本人がご回答ください。 

ご本人によるご回答が困難な方は、ご家族などのご協力によりご回答ください。 
２ ご記入は黒のボールペンまたは濃い鉛筆でお願いいたします。 
３ お答えは、あてはまる番号を選んで○をつけてください。 
「その他」を選ばれた場合は、お手数ですが（ ）内に具体的にその内容をお書 
きください。 

４ ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒に入れ、ポストに投函し 
てご返送いただくか（その際、ご住所やお名前などは記入いただく必要はありま
せん。また、切手は不要です。）、下記二次元コードを読み取りのうえ、ＷＥＢ回
答フォームへ入力するか、いずれかの方法でご回答ください。                   

 

（URL：https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/EntryForm?id=66XT9L2r） 
 
 
 
５ この調査票の内容についてのお問い合わせは、下記にお願いします。 

 

〈お問い合わせ先〉 

稚内市 企画総務部 企画調整課 計画経営グループ 
〒０９７－８６８６稚内市中央３丁目１３番１５号 
電話番号：０１６２－２３－６１８７（直通） 

恐れ入りますが、令和５年５月３１日（水）までに回答してください。 



稚内市民男女共同参画意識調査 回答用紙2頁 

調査票2 

 

あなたご自身のことについておたずねします。 

 

問１ あなたの性別についてお聞きします。（あてはまる番号を１つ選び○をつけて

ください。） 

      

     

 

問２ あなたの年齢についてお聞きします。（あてはまる番号を１つ選び○をつけて

ください。） 

 

 

 

 

 

問３ あなたの職業についてお聞きします。（あてはまる番号を１つ選び○をつけて

ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたは現在、結婚されていますか。（あてはまる番号を１つ選び○をつけて

ください。） 

 

 

 

 

 

問４‐１ 問４で「結婚している」と答えた方にお聞きします。配偶者の方の職業 

について、あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．男性   ２．女性   ３．その他 

１．１８歳～２９歳   ４．５０歳～５９歳 

２．３０歳～３９歳   ５．６０歳～６９歳 

３．４０歳～４９歳   ６．７０歳以上 

 

１．結婚している   →（問４-１へ） 

２．配偶者と離・死別 →（問５へ） 

３．未婚である    →（問５へ） 

 

 

１．農業         ７．会社役員 

２．漁業         ８．公務員・団体職員 

３．自営業        ９．家事従事（無職の主婦・主夫） 

４．商業・サービス業    10．学生 

５．製造・建設・加工業   11．パート・アルバイト・契約社員 

６．会社員               12．無職・無業 

13．その他（具体的に：        ） 

１．農業         ７．会社役員 

２．漁業         ８．公務員・団体職員 

３．自営業        ９．家事従事（無職の主婦・主夫） 

４．商業・サービス業    10．学生 

５．製造・建設・加工業   11．パート・アルバイト・契約社員 

６．会社員               12．無職・無業 

13．その他（具体的に：       ） 



稚内市民男女共同参画意識調査 回答用紙3頁 

調査票3 

 

１．結婚した方がいい 

 

  →  １．「結婚した方がいい」に○をつけた方は、 

その理由を下から１つ選んで○をつけてください。 

１．結婚することが普通だから 

２．一人前になるため 

３．子どもが欲しいから 

４．それが人としての幸せだから 

５．世間体があるから 

６．経済的に自立していないから 

７．なんとなく 

８．その他（                ） 

 

２．経済的に独立し生活できるのであれば、結婚しなくてもよい 

 

３．結婚する、しないは個人の自由であるからどちらでもよい 

            

４．その他（                        ） 

 

１．夫婦は決して離婚すベきではない 

２．子どもがいれば離婚すべきではないが、子どもがいなければ離婚して

もかまわない 

３．経済的に独立し生活できるのであれば離婚してもかまわない 

４．互いに納得できれば離婚してもかまわない 

５．それぞれの事情があってのことなのでなんともいえない 

６．わからない 

７．その他（                          ） 

問５ 結婚についてどう思うかお聞きします。（あてはまる番号を１つ選び○をつけ

てください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 離婚についてどう思うかお聞きします。（あてはまる番号を１つ選び○をつけ

てください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ あなたの子育て経験についてお聞きします。（あてはまる番号を１つ選び○を

つけてください。） 

 

 

 

問８ あなたの世帯構成についてお聞きします。（あてはまる番号を１つ選び○をつ

けてください。） 

 

 

 

 

１．ある     ２．ない  

１．単身世帯       ４．親・子・孫３代にわたる世帯（３世代） 

２．夫婦世帯       ５．その他（             ） 

３．夫婦と子どもの世帯（２世代） 

 



稚内市民男女共同参画意識調査 回答用紙4頁 

調査票4 

 

男女平等意識についておたずねします。 

 

問９ あなたは、「男女共同参画」という言葉を知っていますか。（あてはまる番号を

１つ選び○をつけてください。） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０ あなたは、男女の地位は平等になっていると思いますか。（それぞれあては

まる数字を選び○をつけてください。） 

①～⑦の項目について、 

あてはまるものに○をつけてく

ださい。（○はそれぞれ１つずつ） 

男
性
が
か
な
り
優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性
が
優
遇

さ
れ
て
い
る 

女
性
が
か
な
り
優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

わ
か
ら
な
い 

① 家庭生活 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

② 職場 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

③ 学校教育の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

④ 地域活動の場（町内会など） １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

⑤ 政治の場 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

⑥ 法律や制度上 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

⑦ 社会通念・慣習・しきたり １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

 

１．言葉も内容も知っている 

２．言葉は知っているが内容までは知らない 

３．言葉も内容も知らない 

 

 

「男女共同参画」とは・・・ 

男女共同参画とは、男女が互いにその人権を尊重し、社会の対等な構成員と

して、自らの意思によって社会のあらゆる分野における活動に参画する機会

が確保され、男女が均等に利益を享受することができ、かつ、共に責任を担

うことをいいます。 



稚内市民男女共同参画意識調査 回答用紙5頁 

調査票5 

 

問１１ 今後、男女が社会のあらゆる分野に参画し、対等に処遇される機会の平等を

確保するためには、どのようなことが必要だと思いますか。（あてはまる番号を

最大３つまで選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭生活についておたずねします。 

問１２ あなたの家庭では、家事は主にどなたが担われていますか。（それぞれあて

はまる数字を選び○をつけてください。）【※印は該当者のみ回答願います】 

① ～⑨の項目について、 

あてはまるものに○をつけてください。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

自
分
が
担
っ
て
い
る 

配
偶
者
が
担
っ
て
い
る 

 

親
が
担
っ
て
い
る 

そ
の
他
の
人
が
担
っ
て
い
る 

家
族
で
役
割
分
担
し 

自
分
も
一
部
を
担
っ
て
い
る 

① 食事の支度 １ ２ ３ ４ ５ 

② 食事の後片付け １ ２ ３ ４ ５ 

③ 食料品や日用品の買い物 １ ２ ３ ４ ５ 

④ 洗濯 １ ２ ３ ４ ５ 

⑤ 掃除 １ ２ ３ ４ ５ 

⑥ ゴミ出し １ ２ ３ ４ ５ 

⑦ 家計の管理 １ ２ ３ ４ ５ 

⑧ 育児       ※該当する方のみ １ ２ ３ ４ ５ 

⑨ 家族の介護    ※該当する方のみ １ ２ ３ ４ ５ 

１．法律や制度の見直し 

２．家庭や学校で、男女平等についての教育内容を充実 

３．職場内での男女平等処遇の徹底 

４．家庭と仕事を両立できるような職場のシステムづくり 

５．地域活動や社会活動への参画を支援するための環境の整備 

６．企業や行政などの重要な役職に女性を登用 

７．個人の自覚と知識・能力の向上 

８．男女を取り巻く様々な偏見、社会通念やしきたり、慣習の見直し 

９．女性の政治・職場・社会活動への積極的な参画 

10．女性の経済力の向上 

11．女性の就業を支援する施設やサービスの充実 

12．その他（                         ） 

13．特にない 

 



稚内市民男女共同参画意識調査 回答用紙6頁 

調査票6 

 

問１３ 夫婦の役割や子育てに関する考え方についてお聞きします。（それぞれあて

はまる数字を選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会活動・地域活動についておたずねします。 

 

問１４ あなたは、これまでに仕事・家庭生活以外で、どのような活動に参加したこ

とがありますか。（あてはまる番号をすべて選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ～③の項目について、 

あてはまるものに○をつけてくだ

さい。（○はそれぞれ１つずつ） 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

① 夫は外で働き、妻は家庭を守る

べきである 
１ ２ ３ ４ ５ 

② 子どもは３歳くらいまで母親が

家庭で育てるべきである 
１ ２ ３ ４ ５ 

③ 女の子は女の子らしく、男の子

は男の子らしく育てた方がよい 
１ ２ ３ ４ ５ 

１．町内会・子ども会・婦人会 

２．ボランティア活動 

３．ＰＴＡ活動 

４．グループでの学習活動 

５．グループでのスポーツ活動 

６．グループでのスポーツ以外の趣味活動 

７．住民運動 

８．消費者運動、生活共同組合 

９．宗教活動 

10．労働組合、政治活動 

11．国際交流活動 

12．審議会、委員会などの公的活動 

13．その他（             ） 

14．参加しているものはない 

→（14．と答えた方は「問１４‐１」へ） 



稚内市民男女共同参画意識調査 回答用紙7頁 

調査票7 

 

問１４-１ 問１４で「参加しているものはない」と答えた方にお聞きします。その

理由はどのようなことですか。（あてはまる番号をすべて選び○をつけてくださ

い。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１５ あなたは自分でやってみたいと思った活動に対し、自分の性別が壁となり 

それをあきらめなければならなかった経験はありますか。（あてはまる番号を選び

○をつけてください。） 

 

 

 

  

問１５-１ 問１５で「はい」と答えた方にお聞きします。それはどのような活動で、

あきらめた理由はどのようなことでしたか。（下記へ記入ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（どのような活動ですか？） 

 

 

（あきらめなければならなかった理由はなんですか？） 

 

 

１．仕事が忙しいから 

２．家事・育児が忙しいから 

３．家族の協力が得られないから 

４．健康上の理由から 

５．介護が忙しいから 

６．情報が少ないから 

７．活動する仲間がいないから 

８．興味・関心がないから 

９．その他（               ） 

 

１．はい  →（問１５-１へ） 

２．いいえ →（問１６へ） 



稚内市民男女共同参画意識調査 回答用紙8頁 

調査票8 

 

教育についておたずねします。 

問１６ 男女共同参画社会を実現するためには、小さい頃からの教育が大切であると

いわれていますが、小学校・中学校で取り組む必要があると思うことはどのよう

なことですか。（あてはまる番号を最大３つまで選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

就労についておたずねします。 

問１７ 女性が職業を持つこと、持ち続けることについてどのように思いますか。 

（あてはまる番号を１つ選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１８ 今の社会は、女性が働きやすい状況にあると思いますか。（あてはまる番号

を１つ選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１８-１ 問１８で「働きやすい」、「おおむね働きやすい」と答えた方にお聞きし

ます。働きやすいと思われる理由はどのようなことですか。（下記へご記入くだ

さい。） 

 

 

 

 

１．出席簿や並び方の順番など、男女を分ける慣習をなくす 

２．学校での指導において、男女の別なく個性を生かせるように配慮する 

３．教員に対して、男女共同参画に関する研修を充実する 

４．男女平等の意識を育てる授業をする 

５．人権に関する授業をする 

６．保護者会などを通じ、男女平等教育を啓発する 

７．その他（             ） 

 

 

１．女性は職業を持たない方が良い 

２．結婚するまでは職業を持つ方が良い 

３．出産するまでは職業を持つ方が良い 

４．育児中は休業、子育て後に再就職するのが良い 

５．結婚・育児等に関係なく職業を持ち続けるのが良い 

６．わからない 

７．その他（            ） 

 

１．働きやすい       →（問１８-１へ） 

２．おおむね働きやすい   →（問１８-１へ） 

３．あまり働きやすくない  →（次ページの問１８-２へ） 

４．働きづらい     →（次ページの問１８-２へ） 

５．わからない       →（次ページの問１９へ） 

６．その他（       ）→（次ページの問１９へ） 

 

 

（次ページの問１９へ） 



稚内市民男女共同参画意識調査 回答用紙9頁 

調査票9 

 

問１８-２ 問１８で「あまり働きやすくない」、「働きづらい」と回答された方にお

聞きします。その理由はどのようなことだと思いますか。（あてはまる番号をす

べて選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１９ 夫婦が仕事と家庭のバランスをとり、よりよく暮らしていくために必要な環

境整備はどのようなことだと思いますか。（あてはまる番号を最大３つまで選び

○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．家事・育児と仕事の両立が難しい 

２．家事・介護と仕事の両立が難しい 

３．育児で退職後の再就職（正職員）が難しい 

４．保育制度や施設が十分ではない 

５．「男は仕事、女は家庭」という社会通念が強い 

６．結婚、出産退職の慣行がある 

７．育児休業が取れない、育児制度が整っていない 

８．能力を正当に評価されない 

９．性別によって昇進・給与・教育訓練に差がある 

10．能力を発揮する場がない 

11．働く場が限られている 

12．職場や職場の周りの人々の理解が得にくい 

13．家族の理解、協力が得にくい 

14．セクシュアル・ハラスメント（性的な嫌がらせ）の被害にあうことがある 

15．その他（                           ） 

 

１．男女を問わず、育児・介護休業制度を利用しやすい職場環境を整備すること 

２．育児・介護休業中の賃金の手当てなどの経済的支援を充実すること 

３．地域の保育所や学童保育の整備、保育時間の延長など保育内容を充実する 

こと 

４．職場内に保育施設を整備すること 

５．在宅勤務やフレックスタイム制度などの柔軟な勤務制度を導入すること 

６．残業を減らすなど、年間労働時間を短縮すること 

７．子育てや介護などを理由に退職した者を元の職場で再雇用する制度を導入 

すること 

８．男性中心の職場運営を見直すこと 

９．賃金や昇進などの男女間格差をなくすこと 

10．パート、派遣・契約社員などの非正社員の労働条件を改善すること 

11．職業上、必要な教育・訓練等の機会や内容を充実すること 

12．男女がともに仕事と家庭を両立していくことに対して、周囲の理解と 

協力があること 

13．仕事や職場環境についての相談窓口を充実すること 

14．その他（                          ） 

 

 



稚内市民男女共同参画意識調査 回答用紙10頁 

調査票10 

 

「少子・高齢化」についておたずねします。 

 

問２０ 「少子化」の理由はどのようなことが原因だとお考えですか。（あてはまる

番号をすべて選び○をつけてください。） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２１ 「少子化」を解決するために重要なことはどのようなことだと思いますか。

（あてはまる番号を最大３つまで選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２２ 仮にあなたが子どもを産み育てるとしたら、あなたは本市で子どもを産み育

てたいと思いますか。（あてはまる番号を選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

１．経済的に余裕がないから（育児や教育にお金がかかるなど） 

２．結婚しない人が増えたから 

３．育児と仕事を両立させる社会的な仕組みが整っていないから 

４．結婚年齢が上昇しているから 

５．親となる人が子どもを取り巻く環境や将来に不安を持っているから 

６．子どもを持つことよりも自分の趣味等を大切にする人が増えているから 

７．女性の心理的、肉体的負担が大きいから（出産、育児など） 

８．出産の際の医療体制に不安があるから 

９．少なく生んで、十分手をかけて育てたいという人が増えているから 

10．家が狭いといった住宅事情や遊び場等の生活環境が悪いから 

11．出産や育児に対する夫婦間の理解・協力が足りないから 

12．子どもがほしくないと思う人が増えたから 

13．その他（                         ） 

14．わからない 

１．男女とも育児に参画するようになるために、社会全体の意識を改革すること 

２．子どもの出産・育児手当などを充実させること 

３．保育事業を整備すること（保育施設の整備や保育時間の延長など） 

４．勤務体制の整備（育児休業や短時間勤務など）や制度の拡充（育児休業中の

身分や所得補償、育児後の再雇用など）を図ること 

５．育児支援ネットワークを整備・充実させること 

６．出産・育児の楽しさ、すばらしさをアピールすること 

７．安心して出産できるような医療体制を整備すること 

８．女性が社会に進出しないこと 

９．家計に余裕があること 

10．その他（                         ） 

 

 

１．産み育てたい 

２．どちらかといえば産み育てたい 

３．どちらかといえば産み育てたくない 

４．産み育てたくない 



稚内市民男女共同参画意識調査 回答用紙11頁 

調査票11 

 

問２２-１ 問２２を答えた方にお聞きします。そのように思われる理由はどのよう

なことですか。（下記へご記入ください。） 

 

 

 

 

 

問２３ 仮にあなたが子育てをするとしたら、本市は子育てしやすい環境だと思いま

すか。（あてはまる番号を選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

問２４ あなたは自分の老後について不安はありますか。（あてはまる番号を選び○

をつけてください。） 

 

 

 

 

問２４-１ 問２４で「ある」と答えた方におたずねします。それはどのようなこと 

ですか。（あてはまる番号をすべて選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           →（次ページの問２５へ） 

 

問２４-２ 問２４で「不安はない」と答えた方にお聞きします。老後の生活を安心

で充実したものとするためには何が必要だと思いますか。（下記へご記入くださ

い。） 

１．ある →（問２４-１へ） 

２．ない →（問２４-２へ） 

 

１．働きたくても仕事がないこと 

２．配偶者に先立たれた後の生活のこと 

３．子どもや孫などと別居して孤独になること 

４．介護が必要になったときのこと 

５．友人・仲間とのつきあいのこと 

６．適当な趣味がないこと 

７．生活費のこと 

８．健康のこと 

９．住居のこと 

10．その他（                  ） 

１．しやすい環境だと思う 

２．どちらかといえばしやすい環境だと思う 

３．どちらかといえばしにくい環境だと思う 

４．しにくい環境だと思う 



稚内市民男女共同参画意識調査 回答用紙12頁 

調査票12 

 

人権・男女間の暴力についておたずねします 

問２５ 以下の項目の中で、あなたが「女性の人権が尊重されていない」と思うこと

がありますか。（あてはまる番号をすべて選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２６ ドメスティック・バイオレンス(ＤＶ)を見聞きしたことはありますか。（あて

はまる番号を１つ選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２７ あなたはドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害にあったことがあり

ますか。（あてはまる番号を選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

問２７-１ 問２７で「ある」と答えた方にお聞きします。実際にどのような被害を

受けましたか。（あてはまる番号をすべて選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

１．婚姻・戸籍や社会通念上の制度、慣習からくる差別 

２．職場におけるセクシュアル・ハラスメント 

３．女性に対するストーカー（つきまとい行為）、痴漢行為  

４．女性であることを理由とした、伝統行事などへの参加制限 

５．売春・買春（援助交際を含む）や女性の働く風俗営業 

６．夫・恋人からの身体的・精神的な暴力 

７．女性のヌード写真などを掲載した雑誌や広告 

８．女性の容貌を競うミス・コンテスト 

９．その他（                      ） 

 

１．ある →（問２７-１へ） 

２．ない →（次ページの問２７-５へ） 

 

 

１．身体的（例：殴られる・蹴られる・突き飛ばされるなど） 

２．精神的（例：無視される・他人の前で欠点をいわれる・脅かされるなど） 

３．金銭的（例：生活費を渡してもらえない・家の金を持ち出される・無断で 

借金を作られるなど） 

４．性的（例：望まない性行為を強要される・避妊に協力的ではないなど） 

５．その他（                           ） 

１．身近に当事者（被害者及び加害者）がいる 

２．身近な人に相談を受けたことがある 

３．テレビや新聞などで見聞きしたことがある 

４．見聞きしたことはない 

５．言葉も聞いたことがない 

６．その他（               ） 

   

 
ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）とは・・・ 

配偶者や恋人から継続的に身体的・精神的な暴力を受けることをいいます。 

 



稚内市民男女共同参画意識調査 回答用紙13頁 

調査票13 

 

問２７-２ ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の被害を受けたときに相談しま

したか。（あてはまる番号を選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

問２７-３ 問２７-２で「相談した」と答えた方にお聞きします。ＤＶの被害を受け  

たときに誰に相談しましたか。（あてはまる番号をすべて選び○をつけてくださ

い。） 

 

 

 

 

 

 

 

問２７-４ 問２７-２で「相談しなかった」と答えた方にお聞きします。暴力を受け 

た時に相談しなかった理由はどのようなことですか。（あてはまる番号をすべて選

び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２７-５ あなたは男女間の暴力をなくすためには、どのようなことが必要だと思

いますか。（あてはまる番号をすべて選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．相談した   →（問２７-３へ） 

２．相談しなかった→（問２７-４へ） 

 

 

１．家族 

２．知人・友人 

３．市役所・宗谷総合振興局などの公的機関の窓口 

４．警察 

５．民間の相談窓口 

６．その他（                      ） 

 

 

１．どこに相談すればよいのかわからなかった 

２．相手（配偶者・恋人）に知られるのが怖かった 

３．相談しても無駄だと思った 

４．自分が我慢すればよいと思った 

５．大げさにしたくなかった 

６．相談するのが恥ずかしかった 

７．余裕がなく、相談しようという考えが思い浮かばなかった 

８．自分にも悪いところがあると思った 

９．相談するほどでもないと思った 

10．その他（                      ） 

 

１．被害者の話をよく聴く（相談窓口の充実） 

２．犯罪の取り締まりを強化する 

３．法律・制度の制定や見直しを行う 

４．被害者が届け出しやすいようにする 

５．過激な内容のＤＶＤ等の販売や貸し出しを制限する 

６．男女平等や性についての教育を充実させる 

７．暴力をふるう加害者へ教育カウンセリングを行う 

８．暴力に反対する市民運動を盛り上げる 

９．テレビや新聞、インターネットなどで倫理規定を強化する 

10．ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）防止法について啓発する 

11．その他（                        ） 

12．特に対策の必要はない 

 



稚内市民男女共同参画意識調査 回答用紙14頁 

調査票14 

 

問２７-６ あなたは、ドメスティックバイオレンス（ＤＶ）などの被害を受けて 

いる人たちの相談窓口が稚内市に設置されていることを知っていますか。（あては

まる番号を選び○をつけてください。） 

 

 

 

 

 

 

 

女性の政策参画についておたずねします。 

 

問２８ 現在、政治の場や職場、地域活動の場などで、女性の意見がどの程度反映さ

れていると思いますか。（それぞれあてはまる数字を選び○をつけてください。） 

 

問２９ あなたは、今後そのような場にもっと女性が進出していくためにはどのよう

なことが必要だと思いますか。（あてはまる番号を最大３つまで選び○をつけて

ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ～④の項目について、 

あてはまるものに○をつけてください。 

（○はそれぞれ１つずつ） 

十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る 

あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る 

あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い 

全
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

わ
か
ら
な
い 

① 職場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

② 地域社会で（町内会など） １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③ 市や北海道の政治の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④ 国の政治の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

１．知っている  ２．知らない 

１．「男性は主、女性は従」という性別で役割を決める考え方を改めること 

２．男性中心の組織のあり方を改めること 

３．男女がほぼ同数、あるいは一定数下回らないよう、性別による定員基準を 

設けること 

４．女性自身が積極的に参画しようとすること 

５．女性の持っている能力を開発するための機会を設けること 

６．女性が活躍する団体やグループ活動を支援すること 

７．その他（                       ） 

８．女性が進出する必要はない 

 

 

市役所のＤＶ相談窓口 

稚内市 生活福祉部 社会福祉課 障がい福祉グループ 

TEL：23-6453 FAX：23-4038 E-mail：fukushi@city.wakkanai.lg.jp 

 



稚内市民男女共同参画意識調査 回答用紙15頁 

調査票15 

 

行政が取り組むべきことについておたずねします 

問３０ 男女共同参画社会の実現のために行政が力を入れるべきことはどのような

ことだとお考えですか。（あてはまる番号を最大５つまで選び○をつけてくださ

い。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

問３１ 男女共同参画についてのお考えやご意見を下記へご自由にご記入ください。 

 

貴重なお時間をいただき、ご協力賜り大変ありがとうございました。 

ご記入いただいた調査票は、令和５年５月３１日（水）までに、同封の返信用封筒に入れ、

ご投函するか、WEB 回答フォームにてご回答いただきますようお願いいたします。（郵送の

場合、ご住所、お名前は記入いただく必要はありません。また、切手は不要です。） 

例）もっと性別に関係なく、就職できるような社会にしてもらいたい。 

１．男女が共に家庭と仕事を両立できるような労働環境の整備を行う 

２．保育所や児童クラブなどの施設や育児サービス、制度の充実を図る 

３．高齢者や障害者に対する施設・介護支援などの福祉政策を充実する 

４．女性を政策や方針決定の場に積極的に登用する 

５．女性の就労の機会を増やしたり、職業教育や訓練を充実する 

６．職場における男女の均等な取扱いについて周知徹底を行う 

７．法律や制度の面での見直しを行う 

８．教育の場で男女の平等と相互理解や協力についての学習を充実する 

９．相談事業を充実させる 

10．男女が地域活動に参画しやすい環境整備を行う 

11．各専門機関の連携によるドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の 

被害者の救済システムを整備する 

12．シェルター（ＤＶ被害者の救済場所）を設置する 

13．女性団体や女性のリーダーを養成する 

14．女性の生き方に関する情報提供や交流の場等のセンターを充実する 

15．広報紙やパンフレットなどによる啓発を行う 

16．男女平等、男女共同参画に関する講演会や講座などの学習機会を増やす 

17．男性を対象とした家事や育児などの講座、教室などを充実する 

18．介護サービス制度を充実する 

19．各国の女性との交流や情報提供など国際交流を推進する 

20．その他（                      ） 

21．特にない 

 


